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太子堂 2 丁目における小規模な 
土地集約型開発の手法提案
－ポケットジャンクションによる抜け道ネットワークの構築－
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Proposal to plan a building that will be a branch point between whereabouts and alleys by small-scale 
land-intensive development in order to build a loophole network that strengthens the pedestrian network with 
the aim of preserving and inheriting the townscape of Taikodo. 
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１． はじめに 
太子堂2丁目は，茶沢通り，下の谷商店街を商業の中
心とする大半が住宅地の下町的な雰囲気をもつ街であ
る．ここでは，木密課題の対策として，住民参加のまち
づくりが行われ，小さい改修を積み重ねる修復型のまち
づくりが行われ，細い路地やファサードの植栽など，ヒ
ューマンスケールで生活感あふれる街並みが残されてい
る．しかし，そのまちづくりでは限界もある．街区の奥
にある接道していない古い木造建築などは，周辺の土地
を集めないと改修，建て替えすることができない．この
時，土地集約型の開発が大規模に行われてしまうと，こ
の街のスケール感から逸脱し，景観を損なう．この先行
わなければならない土地集約型開発には，この街にあっ
た計画が必要なのではないか．太子堂2丁目のスケール
に合った，この街ならではの土地集約型開発の在り方を
考える． 
Fig.1 太子堂と周辺環境 
２． ポケットパーク 
太子堂のまちづくりの最も特筆すべき成果はポケット
パークの整備である．空き家などを解体した場所を公園
に整備したもので面積が比較的小さいことが名前の由来
である．地区内には14個のポケットパークがある．活動
の場になるだけでなく，住民の手で手入れや管理が行わ
れ，地域のコミュニティを育む場所の一つとして機能し
ている． 
整備状況の調査とサイズごとの分類を行なったが，ポ
ケットパークの手入れが行き届き，多くの活動が行われ
ているかどうかは，立地条件が深く関わっているのでは
ないかと考える．
すずむし広場 てんとうむし広場 
Fig.2 ポケットパークと分布図 
３． 敷地の分析 
（１）街区中心部の跡地の集合地 
 太子堂２丁目の路地と私道に着目して調査をしたとこ
ろ，路地や私道が街区の中心に集まるがどこも行き止ま
りという面白い都市構造を3つ発見した．木密を形成す
るような計画のない宅地開発の中で街区の中にまで住宅
を作るために路地が中心部まで伸ばされたが，通り抜 
けるようには作られなかったようだ．また，道路沿の建
築が更新される中，街区中心部は更新から取り残され，
古い建築や木密形成時の狭い私道などが多く残っている
場所だった．そのため，都市構造のある場所は，自分が
見つけた古い木造建築とその密集地の場所と重なってい
た．13個の古い木造建築とその密集地の中でも，取り残
され接道をほとんどしていないこれらは，建築単体での
改修，建て替えが困難であり，周辺の土地と合わせて計
画しなければ建て替えることができない． 
 
 
 
Fig.3 街区中心部の跡地の集合地の分布図 
 
（２）4 番地の分析 
 13個の密集地の中から，太子堂2丁目の4番地街区を取
り上げて分析した．ここは下の谷商店街に面した街区
で，三軒茶屋駅のある交差点からは距離のある位置にあ
るこの街区を地形と古地図から読み込んでいく． 
 4番地の地形の特徴は，最大6mにもなる高低差であ
る．下の谷商店街から南東に向かって高くなっている．
等高線に並行する路地や敷地割も多く，この高低差が街
区内の大まかな構造を作り出していると考える．4番地
の高低差について，Fig.4に示す． 
 38年の古地図と現在を比較すると，特筆すべき変化を
3つ発見した．北西部分では，道路に面した街区周辺か
ら建築が更新され，街区地内側の建築が取り残される様
子が見て取れた．木密課題の一つに接道していないため
改修，建て替えが困難な木造建築の存在があるが，それ
が生まれる理由の一つがこれであると考える．中央部分
では，路地の行き止まりにある集合住宅が，その路地に
対し背を向けていることに，少しもったいなさを感じ 
ていたが，元々そこに建っていたお屋敷の入り口と裏口
の関係を引き継いでいたことがわかった．また，この抜
け道の入り口は，道路拡幅した際セットバックした幅か
らできたものであることもわかり，小さな改修の積み重
ねによってまちづくりが行われていることを感じること
ができた．古地図との比較により，歴史を受け継ぎなが
ら形成したことがわかり，また敷地調査ではその痕跡を
発見することができた．また，古地図との比較をFig.5に
示す． 
 
  
Fig.4 4番地の高低差 
 
  
Fig.5 古地図との比較 
 
（３）ポケットジャンクション 
 調査を進める中で，太子堂のまちづくりの大きな特徴
であるポケットパークの一つ，てんとうむし広場が，路
地が街区の中心に集まる都市構造によってできていたこ
とがわかった．3つの路地の集合地にあるこの広場は，
公園の機能＝居場所としての利用だけでなく，抜け道＝
路地の分岐点としての機能も果たしていた．【居場所】
と【路地の分岐点】という2つの機能を持つこの広場
は，ポケットパークと路地の結節点の特徴を持つことか
ら『ポケットジャンクション』と名付けた． 
 てんとうむし広場があることで，一部住民の交通の利
便性を高めていると考えられる．また，この抜け道は，
この広場が通り抜けできることを知っている人が利用す
るという特性を持っているが，広場には仕掛けのような
ものはなく，住民間で起こるハプニングのようなものは
期待できない． 
 
 
Fig.6 路地の集合地に位置するてんとうむし広場 
４． 『抜け道ネットワーク』の構築 
（１）建築的操作について 
 街区中心部の古い木造建築とその密集地を小規模な土
地集約型開発で建て替える際，居場所と路地の分岐点と
なるポケットジャンクションとして整備することで，歩
行者の動線と交流を拡張する『抜け道ネットワーク』を
構築していく． 
 てんとうむし広場には利用者の交流を促す仕掛けがな
かった．提案では，建築的操作によって居場所を拡大
し，路地だけでなく人の集合地，結節点として機能する
場所を目指す． 
 
 
Fig.7 住民の交流を促進する場所をつくる 
 
（２）抜け道ネットワークの形成過程と目的 
 ポケットジャンクションができることで，どのように
抜け道ネットワークが構築されていくのかをレイヤーに
分けてFig.8に示した． 
 抜け道ネットワークの主な主人公は歩行者．歩行者の
ネットワークを強化することは，ヒューマンスケールの
魅力を引き立たせ，より太子堂が発展していくことに繋
がるのではないだろうか． 
 抜け道ネットワークの目的は，歩行者のまちが，下町
の風土が，ヒューマンスケールの街並みが，残り継承し
ていくために必要なコミュニティを生み出し育てていく
ことである． 
(𝑖𝑖) ３つのポケットジャンクションの整備 
 本提案のポケットジャンクションは，小規模な土地集
約型開発と合わせて計画されるため，居場所および分岐
点を広場だけでなく，建築的操作でつくっていく．そこ
にぶつかる路地は，新しく抜け道の機能を得る． 
(𝑖𝑖𝑖𝑖) 路地や私道の再認識 
 路地の奥にあるポケットジャンクションが認識され始
めることで，今まで着目されなかった路地にも目がいく
ようになり，路地の存在自体が再認識されるようにな
る．路地の再認識は，路地の可能性を考える機械にもな
り得る．木密市街地の細い道が多いこの地域でも，路地
を多面的にみること，特に行き止まりの路地のような，
移動動線にならない道を考える機会は重要になるのでは
ないだろうか． 
(𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖) 既存要素の関係の変化 
 新しい移動動線は，今まで結びつくことのなかったも
のを繋げる役割を果たすかもしれない．既存の都市要素
が抜け道によって繋がることで，地域の面的なネットワ
ークの形成を促進していく． 
(𝑖𝑖𝑖𝑖) ヒューマンスケールの道路の進化 
 道路はただ人が移動するためだけにあるのだろうか． 
広い道路になればなるほど，人と都市の距離感も離れて
いくように思える．しかし，この街にはまだ，ヒューマ
ンスケールを感じる細い道路が多く残っている．この計
画されていない路地は，路地を隠したり，あるいは路地
に導くようなものになり得るのではないか． 
(𝑖𝑖) ヒューマンスケールの街並みの継承へ 
 この一連の連鎖は，はっきり計画された都市では起こ
りえない．太子堂の道路や路地がもつ不均等さや意外性
が，人を歩かせこのネットワークを形成させていく．大
規模開発に頼らない開発にすることで，今ある街の魅力
を残しつつネットワークを構築し，この街並みを次世代
へと継承させることができるのではないかと考える． 
 
 
 
Fig.8 抜け道ネットワークの形成過程 
 
５． プログラム 
（１）広場を併設した住居のある公共建築 
 木密市街地である太子堂２丁目は，対策の１つとして
ポケットパークを整備してきた．これらは面積が70～
250 ㎡と小さいのが特徴である．今回，土地集約型の開
発でしか着手できない敷地に建築を建てる際，建ぺい率
の関係で敷地面積の40％が空地となるが，本敷地を含む
世田谷地域の平均敷地面積から考えると，敷地２～４つ
を集約した時の空地面積がポケットパークの面積とほぼ
同規模であることがわかった．そこで建築以外の空地部
分はポケットパークのように整備し，太子堂のスケール
を活かした計画を行う．建築の規模は周囲に合わせるも
のとするが，２階程度のものとする． 
(𝑖𝑖) 住居 
 太子堂の道路には住民の生活の色が出ている．植木鉢
やベンチ，自転車，置物，そういったものが公共の空間
にはみ出ている太子堂らしさは無くしてはいけない． 
(𝑖𝑖𝑖𝑖) パブリックスペース 
 太子堂２丁目には誰でも気軽に立ち寄れる公共のスペ
ースが少ない．特に室内の公共スペースはほとんど無い
に等しい．ちょっとした室内の居場所を地域にいくつか
配置したい． 
（２）各ポケットジャンクションのプログラム 
 各ポケットジャンクションのプログラムについて，
Fig.9に示す． 
 
 
太子堂全体 
  
2番地 4番地 
Fig.9 各ポケットジャンクションのプログラム 
 
６． ダイアグラム 
 通り抜ける方向によって変化する軸をもつものとし，
Fig.10に示す． 
 
  
Fig.10 変化する軸 
 設計ダイアグラムをFig.11に示す． 
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長手断面 
Fig.11 設計ダイアグラム 
 
７． 総括 
 建築は，住居と公共の空間がある複合施設で，住居が
あることで生活感が路地に出て，太子堂らしい雰囲気を
生み出す．地区内には公共の空間が少ないので，足りな
い機能や空間を配置する．敷地内は通り抜けられるよう
に，方向によって利用者や利用方法が変わることを考慮
し，機能や空間を設計した． 
 以上より，今の町並みを残し継承することを目的と
し，歩行者のネットワークを強化する抜け道ネットワー
クを構築するために，居場所と路地の分岐点になる建築
を小規模な土地集約型開発によって計画する提案とす
る． 
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